












Colony Landscape on the Eastern Margin of the Musashino Daichi
























































































































































































































































台式期から，中葉の勝坂式期，後葉の加曽利Ｅ式期までの期間を「13 期 31 細別」したものである。
［武蔵野台地東辺における縄文時代中期の集落景観］……宇佐美哲也
261
縄文時代中期の時間幅を約 1,000 年と仮定した場合，1 細別段階は約 30 年前後ということであった
が，AMS 年代測定における年代値が付与されることによって，時期細別の 1 段階は，いずれも均









林 2009］の把握とほぼ同義である。例えば，1 軒の竪穴住居において，炉が 3 基検出されれば，住



































































の右岸に形成された舌状台地上に広がる。これまでの調査において住居 40 軒，屋外埋甕 30 基，屋
外炉 14 基，集石遺構 4 基，土坑 66 基等が調査されており，集落跡の約 1／2 強程度が調査されて







八ヶ谷戸遺跡の地に住居が営まれるようになるのは 7b 期で，3 次調査区の西寄りに 1 軒の住居
が営まれる。出土遺物が少なく遺存状態も良くないため詳細な検討はできないものの，8 期及び
9b 期に営まれた住居によって重複を受けた 2 次 22 号住居跡も 7b 期の所産である可能性が高い。
とすれば，八ヶ谷戸遺跡においてはじめて住居が営まれた際の景観は，1 軒の住居が営まれる姿，
あるいは西側と南側に 1 軒ずつの住居が 80m ほどの距離をおいて点在するような景観であったと
想定できる。
8 期には西側に 1 軒，南側に 2 軒，9b 期には西側，南側に各 1 軒ずつというように，7b 期と同
様の住居分布を示している。西側に 1 軒の住居が分布する 10a 期もほぼ同じ様相なのであろう。南
北に 1 軒ずつの住居が分布する 10b 期についても，住居間は約 80m ほどの間隔が保たれている。
その後，10c 期には西側に 1 軒，南側に 2 軒の住居が，11a 期には西側に 1 軒の住居が分布する。
11b 期にはこれまで住居が確認できなかった東側に 1 軒の住居が分布する。





11c1 期には西側に 3 軒，東側に 1 軒，11c2 期には東側に 1 軒，西側に 3 軒，さらに北側に 1 軒
の住居が分布する。周囲の未調査範囲にも住居が存在する可能性を考慮すると，11b 期以前に比較
して，一時期の住居数はやや増加するのであろう。しかし 11c1 期の 52 号遺構を除き，両時期とも
東西に分布する住居の間は約 80m ほどの間隔が保たれている。以上のように，11c1・11c2 期には




11 期以前のように一定の距離をおいて住居が対峙するような分布状況ではなくなり，12a 期では 2
次調査区に南北に連なるように，12b 期には東西でさらに住居軒数が増加する。ただし 12b 期の住
居は複雑に重複して検出される場合が多く，実際に同時期に機能していた住居数は，分布図に示さ
れた住居数よりも少なくなるはずである。例えば，2 次調査区 6 号住居跡周辺では，3 軒の住居が
重複しており，12b 期には住居の構築→機能→廃絶→埋没までが 3 回重複するほどの時間幅がある。
集落景観の変遷を追ってみると，7b ～ 11b 期，11c1・11c2 期，12a 期，12b 期以降と大きく 4
つの段階に分解することができる。しばしば指摘される住居分布の「内進化現象」［土井・黒尾
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なお，墓坑と認定した遺構の分布に注目すると，7 期から 9 期のものは住居のあいだに点在し，
11 期のものも中心部に点在する程度である。12b ～ 13 期に至ってはじめて住居跡群の分布の中心
部に集中するようで，墓坑の環状分布が顕著になるのは，主に 12b 期に限定された現象である。あ
わせて注目したいのは，9 期の墓坑は数が少ないうえに分布上もまとまりが見られず，10 期以降，






練馬区扇山遺跡は，石神井川の南岸に位置し，これまでに中期の住居 33 軒，竪穴状遺構 2 基，
集石 3 基，土坑 10 基などが調査されている。住居などの明確な遺構は，北東側の第 1・2 地点と南
西側の第 4 地点において調査されており，第 3 地点では中期の明確な遺構は検出されていない。想
定される集落跡全体から見れば，ごく一部が調査されているに過ぎない。
扇山遺跡において住居が営まれるのは，中期中葉の 6 ～ 7 期以降と考えられる。第 4 地点におい
て中葉の住居 1 軒と小竪穴 2 基が検出されているが，出土遺物が少なく所産時期が特定できない。
うち 2 基の小竪穴は，炉や明確な柱穴を持たない形態から「阿玉台系住居」である可能性がある。
2 基の小竪穴と 1 軒の住居については中葉の所産ということ以上には所産時期を絞り込むすべがな
いため，ひとまずは，阿玉台系住居が見られる 6 ～ 7 期あたりにまず南西側に住居が営まれ，途中
断絶の時期を挟みつつ 1 ～ 2 軒ほどの住居が分布する景観で推移したものと想定しておく。その後，
しばらく住居は確認できず，9b 期に入り北東側に 1 軒の住居が分布するようになる。周辺の未調
査範囲に各時期の住居が残されている可能性を考慮しても，集落の形成当初から 9b 期にかけては，
やはり東西いずれか，あるいはそれぞれに 1 ～ 2 軒の住居が分布するような景観が想定されよう。
10a 期には南西側に 1 軒，北東側に 2 軒の住居が分布するようになり，10b 期は北東側に 2 軒の
住居が分布する。10a・10b 期の住居分布からは，南西側，北東側にそれぞれ 2 軒の住居が分布す
る様相と想定でき，全体で 4 軒ほどの分布となろうか。
その後，調査区内では住居が確認されていない 10c 期・11a 期を挟み，11b 期には再び住居の分
布が確認されるようになる。11b 期における住居分布は，10b 期以前とは様相が異なり，6 軒の住
居が北東側に集中する。しかし，その後，軒数は減少，11c1 期には 2 軒，11c2 期には 2 軒，12a
期には 1 軒となり，おそらく 10a・10b 期と同じような住居の分布状況であったと想定できる。
ふたたび様相が大きく変化するのは 12b 期以降で，12b 期には北東側に 9 軒の住居が検出されて
いる。また 12c 期にはそれまで住居分布が認められなかった第 2 地点に住居が集中し，4 軒が検出
されている。未調査範囲に想定される住居の分布を考慮すると 12b 期以降の住居軒数の増加と 12c



















































期中葉の 6・7 期前後から，途中断絶を挟みつつ，9b 期までは南西側及び北東側の対称となるよう
な場所のいずれかに 1 ～ 2 軒の住居が点在する景観が想定される。そして 10a・10b 期にはそれぞ
れに 1 ～ 2 軒，全体で 2 ～ 4 軒程度の住居が営まれるようになる。さらに 11b 期には一時的に住
居数が増加するものの，11c1 期から 12a 期については，以前と同様の住居分布に戻る。そして，
12b 期には再び住居軒数が増加，12c 期には住居がこれまで営まれていなかった場所に偏って分布
するようになる。住居分布の変遷からは，9b 期以前，10a・10b 期，11b 期，11c1 ～ 12a 期，さら
に 12b 期，12c 期，13b 期と，いくつもの画期を認めることができる。なお，12b 期以降の住居数
の増加と 12c 期における住居の「内進化現象」は，微妙な時期差はあるもの八ヶ谷戸遺跡における
集落変遷と同様の傾向を示している。土坑については，所産時期が明らかになったものは少なく，







動坂遺跡において住居が営まれるようになるのは 6b 期で，近接して 2 軒の住居が分布する（3・
6 号住居跡）。7a 期は住居が確認できないものの，7b 期にも近接して 2 軒の住居が分布する（10・
11 号住居跡）。続く 8a 期には 1 軒，9a 期には近接して 2 軒（4・5 号住居跡）が分布する。9c 期か
ら 10a 期には 3 軒が，10b 期にも 3 軒が，10c 期・11a 期には 1 軒，11c1 期には 2 軒，11c2 期には
2 軒が，12a 期・12b 期には 1 軒の住居が確認できる。細別時期ごとの住居分布を見る限り，近接
して 2 軒の住居が分布する傾向が見られること，10a 期以前は南側に偏在していた住居分布が，
10b 期以降は北側へ広がりをみせ，10a 期以前の住居分布とは大きく異なることが確認できる。
南側に住居分布が偏在する 10a 期以前は，これまでの事例を参考にする限り，最終的に環状に残




















落合遺跡において明確な居住の痕跡が残されるようになるのは 7a 期である。7a 期には台地のほ
ぼ中央，5 ～ 7 次調査区の中央に 1 軒の住居が営まれる。続く 7b 期にはそこから大きく北側に離
れた北側斜面にほど近い 4 次調査区に 1 軒の住居が分布する。8a 期の住居分布はふたたび南側に
戻り，7a 期に住居が分布した場所に近い 5 ～ 7 次調査区の北寄りに 2 軒が分布する。そして 8b 期
には再び北側に分布が移る。3 軒のうち 2 軒は重複関係にあり，同時存在はあり得ない。居住が開



































斜面に位置する 10 次調査区に位置する住居を含めて，9a 期には台地平坦面上に一定の距離をおい
て住居が環状に分布していた可能性はある。未調査範囲にも同様の密度で住居が分布しているとす
れば，9a期にはかなり急激に住居数が増加したものと考えられる。しかしその状況は長くは続かず，
9b 期には住居分布は南東側の 5 ～ 7 次調査区に限られるようになり 4 軒の住居が，9c 期にはそこ
からやや東側に分布範囲が広がるものの台地中央から台地東側縁辺の限られた範囲に 4 軒の住居が
点在する様相を示す。この状況は 10a 期まで続き，10a 期には南東に 2 軒の住居が分布する。この




10b 期以降は，9a 期以前に住居が営まれた場所に，再び居住の場が重複するようになる。10b 期
には北西寄りと南東寄りに 1 軒ずつ，10c 期にも同様に 1 軒ずつが分布し，ただし，9a 期以前の住
居分布と比較すると，9a 期以前の住居跡を避けるように，その内側に住居が営まれていく。11a 期
には北西側に 1 軒，南東側に 2 軒が，11b 期には北西側に 2 軒，南東側で 2 軒とやや住居数が増え
つつも，10b 期以降は同じような場所に繰り返し住居が分布するようになる。11c1 期以降，住居
分布はさらに内側に寄っていくが，住居軒数自体はほぼ横這いで 11c1 期には全体で 2 軒，11c2 期
には 3 軒，12a 期には 2 軒の住居が分布する。
ところが 12b 期になると北西側で 5 軒，中央付近で 11 軒と住居軒数が急激に増加する。また分




なお，ほぼ中央に位置する第 13 次調査区では，中葉阿玉台Ⅰb 式期から後葉加曽利Ｅ2 式期の
墓坑と考えられる土坑が多数検出されている。12b 期の住居はこれら墓坑群に近接，一部は重複し
て営まれており，これも集落形成の断絶性を示す情報のひとつであろう。
落合遺跡における集落跡は，台地上でも限られた場所に 1・2 軒の住居が分布する 7a ～ 8b 期の
居住の痕跡，一時的に環状に住居が分布した可能性がある 9a 期の居住痕跡，居住の範囲がやや南
東側に広がりつつ 1 ～ 2 軒の住居が分布する 9b ～ 10b 期の痕跡，さらに 9a 期以前の住居分布を
避けるようにその内側に 1 ～ 2 軒の住居が点在する 10c ～ 11a 期の痕跡，再び広範囲に住居が点在
する11b期の痕跡，そして再び11a期以前と同様の場所に住居が点在する11c1・11c2期の居住痕跡，
















































































































南西，北東，南東の一部など，全体の約 1／2 程度が調査されてきた。ここでは主に昭和 60・61 年
の調査成果に基づき，住居分布の変遷を検討したが，報告書の記載からでは詳細な時期比定ができ
ない住居も少なからず残された。
塚山遺跡の地において住居が認められるようになるのは 8a 期である。8a 期には台地南西寄りに
近接して 3 軒の住居が分布，続く 8b 期にも南西部に 2 軒の住居が比較的近接し分布する。なお，
8a 期か 8b 期かいずれの所産であるのか判断できなかった住居が南西部に 2 軒，北西部に 1 軒分布
する。したがって出土土器の細別段階による限りでは，8a 期が最大 6 軒，8b 期が最大 5 軒となる
可能性がある。しかし，両時期とも住居が互いに近接することに加え，細別段階が同じことが即同
時に機能していたことを示すわけではないことなどを考慮すれば，一時期に機能した住居数はもっ
と少ないはずである。続く 9a 期は南西部に 1 軒，9b 期は南西部に 2 軒の住居が分布する。台地上
北東側が未調査であるため確実ではないが，他の検討事例と同様に対となる北東部に同段階の住居
が分布する可能性も考慮しておく必要があるだろう。
9c 期には南東部及び南西部にそれぞれ 1 軒の住居が分布する。10a 期には北西部に近接して 2 軒
が分布するのに対して，10b 期には南部に 2 軒が近接し，さらに西部に 1 軒，合計 3 軒の住居が分
布する。続く 10c 期には西部に 2 軒が分布する。その後 11a 期については現在までのところ住居は
検出されておらず，11b 期には南東部に 1 軒，11c1 期には南西部に 2 軒が分布するとともに，西
部には 11c1 から 11c2 期にわたって複雑に重複する 3 軒の住居が分布している。その後，12a 期に




概ね 1 ～ 3 軒程度の住居が点在する景観が想定できる。それら住居の分布が時期により微妙に位置
を変えながら重複・累積したことで台地上に広がる集落遺跡が残されるに至っている。住居の分布








細別時期ごとの住居分布をみていくと，7a 期には南側に 1 軒の住居が分布，続く 7b 期には北側








































期である。10a 期には南西側に 1 軒の住居が分布する。その後，また断絶し，再び住居が認められ
るようになるのは 11a 期以降であり，11a 期には南側に 1 軒，11b 期には北側に 1 軒，11c1 期には
北側に 2 軒，12a 期にも同じく 2 軒の住居が分布する。
想定される居住域の広がりに比較して既調査範囲が狭いため，これまで住居が確認されていない
時期についても，未調査範囲に住居が分布している可能性があるが，7a 期から 12a 期にかけては，
途中居住の断絶する時期を挟みつつ，約 100 メートルほどの距離を挟んで，南北に対峙するように
1 軒の住居が交互に，あるいはそれぞれ 1 ～ 2 軒の住居が分布するような景観であったものと想定
され，全体で 1 ～ 4 軒程度の住居が点在するような景観で推移したものと想定できよう。
ところが，12b 期から 12c 期にかけては，様相が大きく変化する。住居軒数が増加するばかりか，
それ以前の住居分布のあり方とは大きく異なり，一時的にはであるが，住居は環状に分布する様相
を見せる。これら住居のほとんどが竪穴の掘り込みが明確ではない，あるいは掘り込みが極めて浅
い「加曽利Ｅ3」面想定住居である。そして中期においては 13a 期に営まれた 21 号遺構を最後に住
居は営まれなくなる。









































































三栄町遺跡において住居が営まれるようになるのは 8b 期であり，6 次調査区の南東部に 1 軒の
住居が分布する。続く9a期には，そこから約120メートルほど離れた西側に1軒の住居が分布する。
集落跡形成当初の集落景観は，1 軒あるいは，未調査範囲の広がりを考慮しても 2 軒程度の住居が
距離をおいて点在するような景観と考えて間違いなかろう。その後，9b 期から 10a 期に該当する




ほど多くなく，当該時期の住居が存在したとしても 1 ～ 2 軒程度であろう。
10b 期に入ると再び住居が確認できるようになるが，東西に約 100 メートル以上の距離をおいて
対峙するように位置する。東西に一定の距離をおいて住居が対峙するように分布する景観は，10c
期，11a 期，11b 期にも共通して認められるが，それぞれの時期では，住居の占地が微妙に位置を
ずらしている。同時に存在すると考えられる住居数は 2 ～ 3 軒程度であり，未調査範囲を考慮して
も全体で最大 4 軒程度であろうか。もちろん，細別時期が同一の住居すべてが，同時期に機能して
いたか否かは別の問題である。
以上のような住居分布に変化が見られるようになるのが 11c 期であり，南西側に位置する 5 次調
査区から 6 次調査区の南側にかけて 4 軒の住居が，比較的限られた場所に集中するようになる。前
段階までと同様に 100 メートルほどの距離をはさんで別に一群の住居跡が存在するとすれば，9 次
調査区北側の未調査範囲に分布する可能性は高く，都合 8 軒以上の住居分布となる可能性がある。




を見せるようになり，その傾向は 12b 期，12c 期に入るとさらに顕著となる。これまで見てきた各
段階の対称的な住居分布の中心となる場所に無秩序に住居が分布する。あわせて，これら住居のほ
とんどが竪穴の掘り込みが明確ではない「加曽利Ｅ3」面想定住居である。そして，13a 期に入る































































これまでの調査において，住居 88 軒，屋外炉・屋外埋甕炉 23 基，屋外埋甕 14 基などが調査され
ている。なお本稿では，屋外炉，屋外埋甕として報告された遺構のうち，周囲の状況からみて 1 軒
の住居の痕跡と判断できるものについては，1 軒の住居として取り扱った。
鶯谷遺跡において住居が確認されるのは，5c 期あるいは 6a 期である。1 次調査区のほぼ中央に
1 軒の住居が分布することから当地における居住活動が開始されている。続く 6b 期には西側斜面
上に 1 軒が分布，7a 期にはこのすぐ北側に近接して小竪穴 1 基が分布するなど，5c あるいは 6a 期
から 6b 期，7a 期には，広い尾根上に 1 軒の住居が分布する景観が想定される。続く 7b 期から 8b
期にかけては，調査区中央の標高が最も高い場所を挟むように 2 ～ 3 軒の住居が分布する傾向が続
く。ただし 7b 期には同一細別段階の住居分布とは離れた北側に屋外埋甕 1 基が分布し，この埋甕
が本来住居施設に伴うものか否かについては具体的な検討ができなかったが，これが仮に住居の痕
跡であったとすると，居住域はやや北側にも広がり，最大で 3 軒の住居が分布することとなる。そ
の後，8a 期，8b 期はやはり南側の標高が高い場所を挟むように東西に住居が分布し，8a 期には東
西に 1 軒ずつ，8b 期には東側に 2 軒，西側に 1 軒の住居が対峙するように分布する。
その後，9a 期以降は住居分布の中心はやや北側に移動する。9a 期の住居は 1 次調査区の北側に
半弧を描くように 3 軒が点在し，9b 期もほぼ同様の場所に 2 軒の住居が点在する。その後，9c 期
には北側で屋外埋設土器 1 基が分布するのみとなり，10a 期，10b 期の住居は確認できていない。
再び住居が確認できるのは，10c 期で，東側の 2 次調査区内に 1 軒が，11a 期には北寄りに 3 軒
の住居が一定の距離をおいて点在する。11b 期には 1 次調査区内において東西に 2 軒ずつ，11c1 期
には東側に 2 軒の住居が分布する。10c 期から 11c1 期については，台地北寄りの場所において東
西それぞれに 1 ～ 2 軒ずつの住居が点在する景観が復元される。
11c2 期になるとやや様相が変り，それ以前に残された住居群の内側に偏在して住居が分布する








1 基の竪穴の住居回数を合わせてみるとさらに複雑な重複関係が復元できる。例えば 1 次調査の 24
号住居は 12b 期のあいだに 3 回の住居回数を数え，12b 期のうちに覆土の堆積が完了し，そのうえ
から貯蔵穴が構築され，さらに 12c 期には住居施設の一部と考えられる埋甕が重複する。また 1 次
調査 27 号住居は，12b 期のあいだに 2 回の住居回数を数え，さらに 12b 期のうちに貯蔵穴が重複
して構築され，さらに 12b ～ c 期までのあいだに竪穴の埋没が完了，住居施設の痕跡と考えられ

























































































て広い範囲に広がりをみせている。その後，住居軒数は減少，13b 期には柄鏡形を呈する住居 2 軒，
14期には住居1軒，15期にも柄鏡形住居が1軒というように，ふたたび住居が点在する状況となり，
16 期（称名寺Ⅱ式期）の焼土 1 基を最後に，当地での居住痕跡は確認できなくなる。
今回は具体的な検討はできなかったものの，鶯谷遺跡では，明らかに貯蔵穴と考えられる土坑が




置する。住居 96 軒，竪穴状遺構 4 基，土坑 58 基，集石土坑 2 基，屋外炉 1 基，屋外埋甕 18 基，
伏甕 1 基，掘立柱建物 4 棟などが調査されており，調査成果から想定される集落跡の広がりのうち
約 1／3 が調査されている。
明治薬科大学遺跡において居住が開始されるのは 7b 期で，調査区中央に 1 軒，さらに離れた調
査区北西隅に1軒，計2軒の住居分布が確認される。続く8a期も同様に西側に2軒が分布しており，
居住が開始された当初は，調査区内でも西寄りの場所を中心に，後の住居の環状分布域とはあまり
関係のない場所に距離をおいて 2 軒程度の住居が分布する。その後，8b 期には南側を中心に 3 軒
の住居が点在するものの，9a 期には再び住居が西側に集中，5 軒の住居が分布するが，うち 2 軒は
重複関係にある。9b 期には南側にやや広がりを見せるものの，西側への集中傾向は変わらず，西
側に 8 軒の住居が，9c 期には 3 軒が偏在する。続く 10a 期も同じ傾向が続き，西側に 3 軒の住居
が分布するが，うち 2 軒は重複関係にあることから，同時期に機能した住居は 1 ～ 2 軒であろう。




半弧を描くように 7 軒の住居が分布するが，10c 期以降，再び住居軒数は減少し，10c 期に 3 軒，
11a 期には 5 軒が分布する。その後，11b 期には 2 軒，11c1 期にも 2 軒と軒数は減少するものの，
10b 期以降の住居分布を踏襲するような場所に繰り返し住居が分布する。11c2 期にはやや軒数が
増加するものの分布の傾向に大きな変化は認められない。その後，12a 期さらに 12b 期から 12c 期
にかけては，10b期から11c2期にかけての住居跡が累積された場所から内側に偏って，住居が分布，
同時に急激に住居軒数が増加する。ただし住居同士は複雑な重複関係が認められ，同時期に機能し
たと考えられる住居数はかなり限定されるものと考えられる。その後，13a 期には北寄りに 4 軒が



































































11c1 期10a 期8a 期
11c2 期10b 期8b 期




























以上のように，西寄りの場所を中心に住居が分布する 7b 期から 10a 期にかけてと，そこから居
住の中心が移動し，東寄りの場所に住居が分布する 10b 期から 11c2 期，住居軒数が増加し北寄り











弁財天池遺跡周囲の地が居住地として利用されるようになるのは 7b 期である。7b 期の住居は
12・13 次調査区から 15 次調査区の北寄りを中心に分布する。15 次調査区では 4 軒の住居が検出さ
れているが，いずれも出土遺物が少なく詳細な時期比定が難しい住居であり，なかには 7a 期以前
の住居が含まれている可能性がある。また互いに近接していることからも，同時に機能した住居は
少なくなろう。7b 期以前，8a 期，8b 期までは，基本的に 12 ～ 14 次調査区から 15 次調査区，17
次調査区を中心とした北側が居住の中心となる。ただし 8b 期になると南側の離れた位置に 1 軒の
住居が営まれるようになることから，住居分布からみればひとつの画期となる。
その後，8b 期に営まれた 1 軒の住居に重複するような場所に 9a 期には 3 軒の住居が分布する。
9b 期には住居分布は再び北側に拡散する様相を見せるが，9c 期以降は北側に住居が分布しつつも
東側にまとまりをみせはじめ，9c 期には 7 軒，10a 期には 5 軒，10b 期には 6 軒の住居が分布する
ようになる。そして 10c 期には 1 軒と一旦住居軒数が落ち込み，10c 期以降には，それ以前に居住


















































































































































く，11c2 期に 5 軒とやや軒数が増加するものの，基本的には 2 軒前後の住居からなる景観で推移
する。そして，他の検討事例と同様，12b・c 期には住居数が急激に増加するとともに，住居の分
布範囲もやや拡散する。
13 期に入ると弁財天池遺跡では，13a 期に柄鏡形住居 1 軒が，13b 期に柄鏡形敷石住居が 1 軒が
分布，続く 14 期にも 2 軒の住居が分布する。15 期には住居軒数が増加するものの，一部で 3 軒の
重複関係が確認されることや，15 期の土器の時期細別に課題が残されていることなどから，一時
期に機能していた住居はさらに少なくなる可能性が高い。
以上のように弁財天池遺跡周辺の様相は，北側を中心に住居が分布する 7b 期以前から 8a 期ま
でと，南東側に分布が広がりはじめる 8b 期，住居の分布範囲がより広範囲に及ぶものの分布の主

















ら 11a 期，さらには西側に離れた経塚遺跡側で居住が開始される 11b 期以降，再び東側の限られ
た場所に住居が点在する 13a 期以降というようにいくつもの画期が介在する。南東側に住居分布が










期が古い遺跡では，居住の中心となる場が途中で大きく移動する傾向がある。例えば 5c ～ 6 期に
住居が営まれるようになる鶯谷遺跡では，8b 期までは同じ場所に居住の痕跡が累積するものの，
9a 期以降は居住の中心がやや北に移動する。明治薬科大学遺跡でも 7a 期に居住が開始されるが，
当初からの場所に住居が累積して残されるのは 10a 期までであり，10b 期以降は居住の中心が移動




またいずれの集落遺跡においても，1 ～ 2 軒の住居が点在する景観から，集落形成が開始されて
いることは改めて確認しておきたい。その後，途中，住居数の増減を含むものの，11a 期前後まで
は 1 ～ 2 軒の住居分布で推移する事例が多い。しかも集落形成当初は，一定の距離をおいて対峙す





科大学遺跡では 9b 期，10b 期，11c2 期，弁財天池遺跡では 9c 期から 10b 期，11c2 期，扇山遺跡
では 11b 期，八ヶ谷戸遺跡では 11c1 期，鶯谷遺跡では 11c2 期という具合で，各集落遺跡により時
期に違いがあるものの，ある時期には，住居が環状に点在するような時期が存在した可能性はある。
しかし，AMS 14Ｃ年代測定値に基づく近年の研究成果からは，8a 期，8b 期が 70 年，9a 期，9b 期
が 80 年という具合に，前後の時期に比較して約 2 ～ 3 倍存続期間が長い可能性が指摘されており，
8a 期から 9b 期において住居数が増加する現象は，見かけ上の現象に過ぎず，同時期存在の住居は
さらに少なくなる可能性がある。対して，9c 期，11c1 期，11c2 期は 20 年，他の時期はほぼ 30 年




跡で見られた 9c 期から 10b 期，11c2 期，扇山遺跡で見られた 11b 期，八ヶ谷戸遺跡で見られた














12b・c 期の住居数の増加についても，先に参照した AMS 14Ｃ年代測定による近年の研究成果を
参照すれば，12b・c 期は前後の時期に比較して，2 ～ 3 倍の長い時間継続したことになり，その
分多くの住居が残される結果となる。大橋遺跡の検討ではこの間に 9 回以上の住居の建替えサイク
ルを含んでおり，同時期存在の住居のまとまりを示す 1 フェイズの時間幅は，10 ～ 15 年ほどとい
う興味深いデータが提示されている［小林 2003］。とすれば，12b 期とした住居分布には 5 ～ 8 回






























































本主柱穴の住居が認められるのは，11b，11c1 期に限定される。鶯谷遺跡ではやはり 4 本主柱穴の
住居を中心に変遷し，5 本主柱穴の住居は 8b 期，11c2 期，12b 期から 13a 期にのみ並存する。落
合遺跡ではやはり 4 本主柱穴を中心に変遷し，5 本主柱穴の住居は 7a 期，9a 期から 9c 期，11a 期
から 11c1 期にかけて並存する。明治薬科大学遺跡では 7b 期から 13b 期にかけて 4 本主柱穴の住
居が構築される一方で，8b 期から 9b 期，10b 期から 11a 期，11c2 期から 13a 期には 5 本主柱穴の




6 本主柱穴については，八ヶ谷戸遺跡において 8b 期以降断続的に営まれるのに対して，市谷甲
良町・加賀町二丁目遺跡では，7a・7b 期と 11a 期のみに，扇山遺跡では 10a 期，11b 期，11c1 期
のみ，落合遺跡では 9a 期と 10a ～ 10c 期のみ，塚山遺跡では 9c 期と 12b・12c 期のみ，鶯谷遺跡
では 12a ～ 12c 期のみ，明治薬科大遺跡では 9b 期から 10b 期，12a・12b 期というように，各遺跡
により時期差はあるものの，やはり限られた時期にのみ出現している。対して弁財天池遺跡では








掘り込みである場合が多いのに対して，5 本，6 本，7 本主柱穴の住居の竪穴は長楕円形を呈する
掘り込みである場合が多く，両者を比較すれば，後者で竪穴がより広くなる傾向がある。とすれば，
主柱穴配列の違いは単に竪穴の掘り込みの広さに対応するための手段に過ぎない可能性がある。5






密な時期比定はできなかったが，鶯谷遺跡では 7b 期に 1 軒，弁財天池遺跡では 7b 期に 2 軒，8b
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遺跡が他の遺跡に比べて圧倒的に早い。SMa は，明治薬科大学遺跡では 8a 期に，弁財天池遺跡で
は 8b 期に出現，他の遺跡では少数ながら 10 期以降にようやく認められるようになる。SMb は，






石囲炉の出現が八ヶ谷戸遺跡では 11a 期，落合遺跡，市谷甲良町・加賀町二丁目遺跡では 11b 期，






なお，弁財天池遺跡では，7b 期から 9b 期にかけて少数ながら添石炉が採用されている。添石炉

















時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
7b 2 1 1 1 1 1 1
8a 2 2 1 1 2
8b 1 1 1 1
9a 0
9b 2 1 1 1 1 1 1
9c 0
10a 1 1 1 1
10b 2 1 1 2 1 1
10c 3 2 1 2 1 2 1
11a 1 1 1 1
11b 1 1 1 1
11c1 4 3 1 3 1 1 1 1 1
11c2 5 1 4 1 3 1 1 1 1 1 1
12a 6 4 2 　 2 3 1 1 1 1 2 1
12b 14 6 2 6 1 3 1 9 1 1 2 2 1 1 4 2
12c 5 3 1 1 2 1 2 1 1 1 2




時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
　 無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
中葉 3 3 1 2 　 3
9b 1 1 1 1
9c 0
10a 3 1 2 1 2 1 1 1
10b 2 2 1 1 2
10c 0
11a 0
11b 6 4 2 2 1 1 2 1 3 2
11c1 3 3 1 2 1 1 1
11c2 2 2 2 2
12a 1 1 　 1 1
12b 9 7 2 1 4 4 4 5
12c 5 2 1 2 1 1 3 1 1 1 2
13a 0
13b 1 1 1 1
不明 5 2 3 4 1 5
＊中葉の炉形態不明は，阿玉台系住居
③落合遺跡
時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
　 無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
7a 1 1 1 1
7b 1 1 1 1
8a 2 2 2 1 1
8b 3 2 1 3 2 1
9a 9 5 3 1 2 2 1 4 5 1 3
9b 4 2 2 3 1 2 2
9c 4 2 2 2 2 4
10a 2 1 1 1 1 1 1
10b 2 1 1 1 1 1 1
10c 2 1 1 1 1 1 1
11a 3 3 2 1 2 1
11b 6 1 3 2 2 1 3 3 3
11c1 2 1 1 1 1 1 1
11c2 3 3 1 1 1 1 1 1
12a 2 2 1 1 1 1
12b 16 15 1 2 1 13 3 4 9
12c 1 1 1 1
不明 36 9 16 11 12 9 3 1 11 4 1 2 4 25
＊19，20，21，30 の最終形態の住居のみ未集計
＊8a 期の炉不明は炉無，9a 期には壁柱穴１軒，12b 期には柄鏡形１軒含む。時期不明のうち１軒には炉無しの阿玉台系住居を
１軒含む
④市谷甲良町・加賀町二丁目遺跡
時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
　 無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
7a 1 1 1 1






10a 1 1 1 1
10b 0
10c 0
11a 1 1 1 1
11b 1 1 1 1





12a 2 2 1 1 1 1
12b 6 6 1 5 1 1 4
12c 7 6 1 7 3 4
13a 1 1 1 1
13b 0
14 0
15 1 1 1 1
不明 5 4 1 1 1 1 2 1 2 2
⑤三栄町遺跡
時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
　 無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
8b 1 1 1 1




10b 2 1 1 2 1 1
10c 3 3 1 2 2 1
11a 3 1 1 1 1 1 1 3
11b 2 1 1 2 2
11c1 3 1 1 1 1 2 1 1 1
11c2 1 1 1 1
12a 5 4 1 5 1 4
12b 6 5 1 1 5 1 1 4
12c 9 8 1 2 1 6 2 1 1 5
13a 1 1 1 1
不明 7 4 2 1 1 6 3 4
⑥動坂遺跡
時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
　 無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
6b 2 2 1 1 2
7a 0
7b 2 1 1 2 1 1
8a 1 1 1 1
8b 0
9a 2 2 2 1 1
9b 0
9c 1 1 1 1
10a 2 1 1 2 1 1
10b 4 3 1 1 3 2 2
10c 1 1 1 1
11a 1 1 1 1
11b 0
11c1 2 1 1 1 1 1 1
11c2 1 1 1 1
12a 0
12b 1 1 1 1
不明 5 3 2 2 3 5
⑦塚山遺跡
時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
　 無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
8a 3 1 1 1 1 2 1 2
8b 2 2 2 1 1
8 3 1 2 3 1 2
9a 1 1 1 1
9b 2 2 2 2
9c 2 2 1 1 2
10ａ 2 2 2 1 1
［武蔵野台地東辺における縄文時代中期の集落景観］……宇佐美哲也
303
10ｂ 3 1 1 1 1 2 1 2
10ｃ 2 2 1 1 1 1
11ａ 0
11ｂ 1 1 1 1
11c1 2 2 2 1 1
11c2 1 1 1 1
11c 1 1 1 1
12ａ 3 3 1 2 2 1
12ｂ 4 3 1 4 1 1 2
12ｃ 4 2 2 4 　 1 1 2
12ｂ・ｃ 2 2 1 1 2
不明 17 7 3 8 1 2 15 1 6 11
⑧鶯谷遺跡
時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
　 無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
5c 1 1 1 1
6a 1 1 1 1
6b 0
7a 1 1 1 1
7b 1 1 1 1
7b～8a 2 2 2 1 1
8a・8b 2 2 2 1 1
8b 3 2 1 3 1 1 1
９a 3 2 1 2 1 1 1 1
９b 4 3 1 4 3 1
９c 1 1 1 1
10a 0
10b 0
10c 1 1 1 1
11a 3 1 2 2 1 3
11b 4 1 3 3 1 2 1 1
11c1 2 2 2 2
11c2 6 1 4 1 2 2 1 1 2 1 1 1 1
12a 6 2 4 5 1 1 2 1 1 1
12b 45 21 8 16 5 6 7 27 1 6 1 2 1 3 3 17 11
12c 12 9 3 　 2 1 3 　 1 5 1 2 1 1 1 1 4
13a 9 5 2 2 4 2 3 1 2 1 3 2
13b 3 2 1 2 1 1 1 1
14 1 1 1 1
15 1 1 1 1




時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
　 無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
7b 2 1 1 2 1 1
8a 2 2 2 1 1
8b 3 2 1 2 1 1 1 1
9a 5 4 1 3 1 1 1 2 2
9b 10 9 1 5 3 2 1 2 3 2 2
9c 3 2 1 2 1 2 1
10a 3 3 2 1 3
10b 7 1 6 4 2 1 2 1 1 2 1
10c 3 3 2 1 1 1 1
11a 5 2 3 1 2 2 1 1 1 1 1
11b 2 2 1 1 1 1
11c1 2 2 2 2
11c2 11 4 7 4 6 1 1 3 2 1 3 1




12b 18 8 9 1 10 4 3 1 3 2 2 5 6
12c 2 2 1 1 1 1
13a 4 4 3 1 1 2 1
13b 1 1 1 1 1 1 1
14
15 2 2 1 1 2
不明 65 22 16 27 1 26 13 2 23 2 4 2 5 2 33 17
⑩弁財天池遺跡
時期 総数 周溝の有無 主柱穴配列 炉の形態
　 無 有 不明 3 4 5 6 7 8 他 不明 Ma Mb Mc SMa SMb SMc Sa Sb Sc So Da Db Dc Ｊ 不明
7b 5 5 1 1 1 2 1 1 1 2
7b～8a 3 3 3 3
8a 2 2 2 1 1
8b 4 4 1 1 1 1 　 1 1 1 1
9a 4 2 2 1 2 1 1 1
9b 4 3 1 2 1 1 1 3 1 1
9c 7 5 2 6 1 3 2 2
10a 7 4 3 1 1 3 1 1 2 1 3 1
10b 7 1 5 1 3 2 2 4 2 1
10c 1 1 1 1
11a 7 3 4 4 2 1 1 1 1 4
11b 4 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1
11c1 5 2 3 2 3 1 1 3
11c2 7 1 4 2 1 1 5 1 1 5
12a 3 2 1 1 1 1 2 1
12b 7 2 4 1 3 1 3 1 2 4
12c 1 1 1 1
13a 1 1 1 1
13b 1 1 1 1
14 3 2 1 2 1 3
15 6 4 1 1 1 5 2 4
16 1 1 － －







































例えば，塚山遺跡では 8a 期に 3 軒の住居が営まれるようになるが，神田川を挟んだ対岸に位置
する鎌倉橋遺跡Ｄ地点，堂の下遺跡では，五領ヶ台Ⅱ式期から狢沢式期の遺物集中，焼土跡が検出
されており，何らかの居住の痕跡と考えられる。また，堂の上遺跡では，6b ～ 7a 期の所産と考え
られる炉をもたない住居 1 軒が検出されている。さらに神田川をやや上流に遡った高井戸東遺跡で
は，近隣第二遺跡で 6b 期の埋甕炉を有する住居 1 軒が検出されている。さらに上流に位置する西


















じ山遺跡において，8a 期の竪穴状遺構（阿玉台系住居）が 1 軒検出されている。同じ時期に八ヶ
谷戸遺跡では，勝坂系の埋甕炉を有する住居 2 軒が営まれている。また，扇山遺跡の周辺では，石
神井川のやや上流南岸に位置する葛原Ａ遺跡で，中葉 7b 期から 9 期にかけて 6 軒の住居が，溜淵
遺跡で 9 期の住居 1 軒が確認されているほか，対岸の川北遺跡では 5b 期の住居 1 軒が検出されて
いる。下流に向けては，池淵遺跡で 8b 期から 9 期の住居 2 軒，貫井二丁目遺跡では 8 期の住居 1
軒が，支流の中新井川沿いに位置する中村南遺跡で 6b 期から 8b 期の住居 7 軒が調査されている。
葛原Ａ遺跡，中村南遺跡ともに中葉の住居がまとまって調査されているが，土器の細別時期から見




















や上流の西岸に位置する神宮前一丁目遺跡において 12b 期の住居 1 軒，12c の住居 1 軒のほか，
12b・c 期に残された焼土跡 2 基，墓坑と考えられる 2 基の土坑が検出されている。また渋谷川の
谷頭に位置する千駄ヶ谷五丁目遺跡においても 12b 期の住居 1 軒が，内藤町遺跡Ⅱ地点において
も 12b 期の住居 1 軒が検出されるなど，12a 期以前の土地利用が希薄な場所にも住居が分布するよ
うになる。
弁財天池遺跡では，12b・c 期には住居数が増加，13a 期，13b 期に住居数は激減する。これと同
時に清水川の谷筋をやや下った対岸に位置する寺前東遺跡において，12b あるいは 12c 期の住居 2
軒，13 期の柄鏡形住居 1 軒が検出されているとともに，その対岸に位置する和泉駄倉遺跡におい
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Colony Landscape on the Eastern Margin of the Musashino Daichi
in the Middle Jomon Period
USAMI Tetsuya
Concerning the major colony remains in the middle Jomon period on the eastern margin of the 
Musashino Daichi, the distribution of dwellings was studied for each sub-classified earthenware peri-
od. The result showed that the remains of every colony experienced times when the number of dwell-
ings increased temporarily and presented a landscape that had dwellings distributed in a circular 
shape, but basically, the temporary landscape in which one to several dwellings were scattered was 
presented and changed with repeated increase or decrease in the number of dwellings or disappear-
ance of dwellings midstream. For the colony remains that are regarded as large colonies or circular 
colonies, the landscape having dwellings distributed continuously in a circular shape cannot be repro-
duced. Also, in the period when the number of dwellings increased, every colony site was different, 
and it is presumed that the factors differ by colony site or region. 
In addition, according to the study result about changes in dwelling facilities such as surrounding 
ditches, main post holes and hearths, no proof was obtained that one colony site was continuously op-
erated as planned by one group from the start to the end, but rather, it is obvious that various dwelling 
types existed at the same time in each period. Therefore, it is presumed that one colony site may have 
been formed through complicated overlapping of different colony areas which must have repeatedly 
expanded and reduced by period. 
Therefore, the difference between a large colony and a small colony is not a difference in the qual-
ity of the colony but a difference in the frequency of use as a residence. Clarification of the factors in 
the difference of the frequency of use by period and site leads to clarification of selection of residence, 
environment, means of livelihood, etc. in each period. In a sense, the study of colony remains should 
not be based on only discussion by binary opposition such as the conventional arguments about colo-
ny with the viewpoint on settlement or migration, but clarification of the state of settlement and the ac-
tual conditions in a certain region through the study of individual colony sites is required. To that end, 
efforts for the study of various archaeological elements such as the aspect of the excavated earthen-
ware and dwelling style in parallel with the reproduction of the temporary landscape in each colony 
site are required to clarify the extent of settlement and its detail in each period and each region.
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